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我
が
実
定
法
は
、
法
人
格
の
享
有
者
と
し
て
自
然
人
と
法
人
を
措
定
し
、
こ
れ
ら
権
利
義
務
の
主
体
た
る
地
位
ー
権
利
能
力
－
を
認
め
て
い
る
。
　
こ
の
権
利
能
力
に
は
二
つ
の
意
義
が
あ
り
、
そ
の
一
は
広
く
私
法
上
の
権
利
義
務
の
主
体
と
な
り
得
る
地
位
を
一
般
的
に
有
す
る
と
い
う
意
味
で
一
般
的
権
利
能
力
と
い
わ
れ
、
そ
の
二
は
一
般
的
権
利
能
力
を
前
提
と
し
つ
つ
社
会
生
活
に
お
い
て
生
ず
る
個
々
の
具
体
的
な
権
利
義
務
の
主
体
た
り
得
る
と
い
う
意
味
で
特
別
権
利
能
力
と
呼
ば
れ
る
。
　
自
然
人
の
一
般
的
権
利
能
力
に
つ
い
て
、
近
代
法
思
想
は
個
人
は
自
由
且
つ
平
等
で
あ
っ
て
、
そ
の
人
格
は
な
に
も
の
に
も
増
し
て
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
そ
の
理
念
を
法
の
定
立
及
び
適
用
に
お
い
て
実
現
す
る
こ
と
を
要
請
し
、
こ
れ
に
応
じ
て
民
法
第
一
条
の
三
は
全
て
の
自
然
人
に
つ
い
て
一
般
的
権
利
能
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
　
法
人
の
一
般
的
権
利
能
力
に
関
し
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
・
ー
マ
法
学
者
と
ゲ
ル
マ
ン
法
学
者
と
の
間
に
多
く
の
論
争
が
重
ね
ら
れ
、
法
人
の
権
利
能
力
取
得
の
本
質
に
つ
い
て
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
等
の
説
く
法
人
擬
制
説
と
ギ
ー
ル
ケ
を
中
心
と
す
る
法
人
実
在
説
と
で
は
そ
の
　
　
　
　
　
　
（
1
）
根
拠
を
異
に
す
る
が
、
法
人
に
一
般
的
権
利
能
力
を
認
め
る
点
で
は
結
論
的
に
一
致
し
て
い
る
。
　
我
が
法
も
民
法
第
三
四
条
な
い
し
三
六
条
、
商
法
第
五
四
条
、
有
限
会
社
法
第
一
条
第
一
項
に
よ
っ
て
法
人
の
一
般
的
権
利
能
力
を
肯
定
し
て
い
る
。
　
次
に
自
然
人
の
特
別
権
利
能
力
に
っ
い
て
は
一
般
的
制
限
が
な
く
、
外
国
人
に
対
し
政
策
的
見
地
か
ら
法
令
及
び
条
約
に
よ
る
制
限
を
認
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
（
民
法
第
二
条
）
。
　
法
人
の
特
別
権
利
能
力
に
つ
い
て
は
、
公
益
法
人
に
つ
き
、
民
法
第
四
三
条
は
「
法
人
は
法
令
の
規
定
に
従
い
定
款
又
は
寄
附
行
為
に
因
り
て
定
ま
り
た
る
目
的
の
範
囲
内
に
お
い
て
権
利
を
有
し
義
務
を
負
う
。
」
と
規
定
し
、
法
令
に
よ
る
制
限
の
ほ
か
定
款
又
は
寄
附
行
為
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
法
人
の
目
的
の
範
囲
に
よ
っ
て
も
そ
の
特
別
権
利
能
力
が
制
限
を
受
け
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
営
利
法
人
た
る
会
社
の
特
別
権
利
能
力
に
つ
い
て
は
、
民
法
第
四
三
条
の
よ
う
な
一
般
的
制
限
規
定
は
存
在
せ
ず
、
た
だ
商
法
第
五
五
条
、
二
六
条
、
四
三
〇
条
、
有
限
会
社
法
第
四
条
、
破
産
法
第
四
条
に
個
別
的
に
特
別
権
利
能
力
を
制
限
す
る
規
定
を
置
く
の
み
で
あ
る
。
　
然
し
、
会
社
も
営
利
を
目
的
と
す
る
人
的
集
団
た
る
法
人
で
あ
っ
て
且
つ
そ
の
入
格
は
法
に
よ
っ
て
実
定
的
根
拠
を
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
特
別
権
利
能
力
は
法
令
に
よ
り
制
限
せ
ら
れ
、
法
人
た
る
特
質
上
・
性
・
年
令
・
生
命
・
身
体
・
親
族
関
係
を
前
提
と
す
る
権
利
義
務
の
主
体
と
な
る
こ
と
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
も
又
当
然
で
あ
る
。
　
営
利
法
人
た
る
会
社
の
特
別
権
利
能
力
に
つ
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
会
社
の
権
利
能
力
が
そ
の
定
款
に
定
め
ら
れ
た
目
的
の
範
囲
に
よ
り
制
限
さ
れ
る
か
、
換
言
す
れ
ば
公
益
法
人
に
関
す
る
民
法
第
四
三
条
の
規
定
が
営
利
法
人
た
る
会
社
に
も
類
推
適
用
さ
れ
得
る
か
で
あ
る
。
　
通
説
及
び
判
例
は
、
民
法
第
四
三
条
は
営
利
法
入
た
る
会
社
に
つ
い
て
も
類
推
適
用
あ
る
も
の
と
す
る
立
場
を
堅
持
し
て
い
る
が
、
現
代
に
お
け
る
社
会
経
済
活
動
の
拡
大
、
進
化
に
伴
う
新
た
な
社
会
活
動
の
担
い
手
と
し
て
の
法
人
の
出
現
は
、
こ
れ
ら
法
人
の
現
実
的
な
社
会
活
動
の
広
汎
多
様
化
と
と
も
に
、
そ
の
特
別
権
利
能
力
を
定
款
所
定
の
段
的
の
範
囲
に
限
る
こ
と
が
、
法
人
の
本
質
、
公
益
法
人
と
　
　
　
会
社
の
権
利
能
力
の
目
的
に
よ
る
制
限
の
可
否
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
　
　
東
洋
法
学
営
利
法
入
と
の
差
異
、
各
国
の
立
法
及
び
そ
の
解
釈
の
趨
勢
か
ら
改
め
て
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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松
本
蒸
治
「
法
人
学
説
」
（
商
法
解
釈
の
諸
問
題
）
コ
三
頁
以
下
九
瞬
二
　
会
社
の
権
利
能
力
と
目
的
と
の
関
係
に
関
す
る
学
説
　
民
法
第
四
三
条
が
営
利
法
人
た
る
会
社
に
類
推
適
用
さ
れ
る
か
、
換
言
す
れ
ば
会
社
は
定
款
に
定
め
ら
れ
た
目
的
に
よ
り
そ
の
特
別
権
利
能
力
に
何
等
か
の
制
限
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
学
説
は
三
つ
に
こ
れ
を
大
別
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
　
醐
　
そ
の
一
は
こ
れ
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
翼
的
に
よ
る
権
利
能
力
の
限
界
は
、
昆
的
社
会
た
る
会
社
の
存
在
す
る
大
原
則
で
あ
り
、
会
社
々
員
の
結
合
の
中
心
点
は
そ
こ
に
存
す
る
。
こ
の
故
に
、
会
社
が
社
会
的
に
存
す
る
事
実
よ
り
し
て
、
会
社
が
当
初
に
設
定
し
た
冒
的
以
外
の
如
何
な
る
事
業
を
も
営
み
得
、
そ
れ
に
よ
っ
て
権
利
義
務
を
取
得
し
、
社
員
は
そ
の
経
済
的
結
果
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
結
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
（
顯
中
耕
太
郎
改
訂
会
社
法
概
論
上
五
八
頁
）
と
し
て
会
社
が
目
的
に
よ
る
権
利
能
力
の
制
限
に
服
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
の
前
提
に
立
ち
、
民
法
第
四
三
条
は
法
入
一
般
の
性
質
に
基
づ
く
原
則
を
定
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
易
、
れ
が
直
接
の
対
象
と
し
て
い
る
公
益
法
人
に
適
用
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
会
社
に
も
類
推
適
用
さ
れ
、
会
社
の
特
別
権
利
能
力
は
定
款
所
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
の
会
社
の
目
的
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
と
す
る
。
　
か
か
る
立
揚
は
我
が
国
に
お
け
る
通
説
的
位
置
を
占
め
、
石
井
教
授
は
更
に
民
法
第
四
三
条
が
会
社
に
も
類
推
適
用
さ
れ
る
理
由
と
し
て
、
民
法
制
定
当
時
立
法
者
は
、
民
法
第
四
三
条
の
規
定
が
商
法
上
の
法
人
た
る
会
社
に
も
当
然
適
用
あ
る
も
の
と
の
前
提
の
も
と
に
立
法
を
な
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
会
社
法
に
お
い
て
民
法
第
四
三
条
を
準
用
す
る
明
文
の
規
定
を
置
か
な
か
っ
た
の
は
、
会
社
法
が
同
条
を
当
然
の
事
理
と
し
て
予
定
し
て
い
た
も
の
と
解
さ
れ
、
そ
れ
故
に
こ
そ
我
が
法
は
ド
イ
ツ
法
の
如
き
法
入
代
表
者
の
目
的
外
の
行
為
に
つ
き
代
表
権
を
制
限
す
る
規
定
の
存
在
を
不
要
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
会
社
の
目
的
の
法
的
意
義
に
つ
き
何
等
の
規
定
を
置
か
な
い
我
が
会
社
法
に
お
い
て
は
、
民
法
と
異
る
特
別
の
法
的
意
義
に
解
釈
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
と
説
か
れ
る
（
石
井
照
久
「
会
社
の
権
利
能
力
」
法
学
協
会
雑
誌
　
七
六
巻
二
号
　
一
七
三
頁
以
下
）
。
　
こ
の
よ
う
な
立
場
よ
り
す
れ
ば
、
会
社
代
表
者
の
定
款
の
定
め
る
目
的
の
範
囲
を
越
え
て
為
し
た
行
為
は
、
そ
れ
が
た
と
え
会
社
の
名
を
以
っ
て
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
行
為
の
効
果
は
対
会
社
と
の
関
係
で
は
当
然
無
効
と
な
り
、
権
利
義
務
は
会
社
に
帰
属
せ
ず
、
相
手
方
は
代
表
者
個
人
に
対
し
、
民
法
第
コ
七
条
の
責
任
を
問
い
う
る
に
す
ぎ
な
く
な
る
。
　
二
　
そ
の
二
は
、
民
法
第
四
三
条
は
会
社
に
は
類
推
適
用
が
な
く
、
た
だ
会
社
の
特
別
権
利
能
力
は
全
て
の
会
社
に
共
通
な
営
利
の
爵
的
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
　
大
隅
博
士
は
、
会
社
は
公
益
法
人
と
異
り
、
会
社
の
活
動
範
囲
が
広
汎
で
あ
る
た
め
、
会
社
の
権
利
能
力
の
目
的
に
よ
る
制
限
が
や
や
も
す
れ
ば
会
祉
に
責
任
免
脱
の
口
実
を
与
え
、
取
引
の
安
全
を
妨
げ
る
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
る
と
、
更
に
一
歩
進
め
て
会
社
は
そ
の
本
来
の
目
的
た
る
営
利
の
自
的
の
範
囲
内
に
お
い
て
ひ
ろ
く
一
般
に
権
利
能
力
を
有
し
、
定
款
所
定
の
目
的
た
る
事
業
は
単
に
会
社
機
関
の
権
限
を
制
限
す
る
も
の
た
る
に
止
る
と
解
す
る
の
が
正
当
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
、
会
社
に
共
通
の
営
利
目
的
と
い
う
抽
象
的
基
準
に
よ
り
、
こ
　
　
　
会
祉
の
権
利
能
力
の
目
的
に
よ
る
制
限
の
可
否
に
つ
い
て
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九
六
の
範
囲
外
の
会
社
代
表
者
の
行
為
の
法
的
効
果
は
通
説
と
結
論
を
同
一
に
す
る
が
、
定
款
に
定
め
る
会
社
の
目
的
の
範
囲
外
で
且
つ
会
社
に
共
通
の
営
利
目
的
に
総
括
し
得
る
会
社
代
表
者
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
単
に
内
部
的
に
会
社
機
関
の
代
表
権
を
制
限
す
る
に
止
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
効
果
た
る
権
利
義
務
は
会
社
に
帰
属
す
る
も
の
と
解
し
て
い
る
（
大
隅
健
一
郎
改
訂
会
社
法
論
上
二
七
頁
、
綜
合
判
例
研
究
叢
書
商
法
⑧
「
会
社
の
権
利
能
力
の
範
囲
」
晒
一
頁
）
。
　
三
　
そ
の
三
は
、
民
法
第
四
三
条
は
会
社
に
類
推
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
ま
た
、
会
社
の
目
的
は
会
社
の
特
別
権
利
能
力
と
何
等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
特
別
の
関
連
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
こ
の
立
場
は
そ
の
理
由
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
会
社
の
活
動
範
囲
は
現
実
に
広
汎
に
亘
り
、
会
社
の
目
的
が
登
記
事
項
と
さ
れ
て
は
い
る
が
第
三
者
に
こ
れ
を
現
実
に
確
認
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
は
取
引
の
実
情
に
合
致
し
な
い
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
目
的
の
確
定
基
準
に
つ
き
判
例
及
び
学
説
に
幾
多
の
説
が
あ
る
如
く
明
瞭
で
な
い
か
ら
、
会
社
の
特
別
権
利
能
力
の
目
的
に
よ
る
制
限
を
認
め
る
こ
と
は
取
引
の
安
全
を
害
し
ま
た
会
社
に
責
任
免
脱
の
方
法
を
容
認
す
る
こ
と
に
な
る
。
更
に
会
社
に
お
い
て
は
公
益
法
人
と
異
り
取
引
の
安
全
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
会
社
の
利
益
を
は
か
る
必
要
が
な
い
の
み
な
ら
ず
、
商
法
に
お
い
て
は
民
法
第
四
三
条
を
準
用
す
る
明
文
の
規
定
は
存
し
な
い
か
ら
会
社
は
定
款
所
定
の
目
的
に
よ
っ
て
そ
の
特
別
権
利
能
力
の
制
限
を
受
け
る
も
の
で
は
な
い
（
田
中
誠
二
「
全
訂
会
社
法
」
六
二
頁
）
。
　
こ
の
よ
う
な
立
場
を
と
る
場
合
、
会
社
の
目
的
が
如
何
な
る
法
的
意
義
を
有
す
る
か
、
ま
た
目
的
の
範
囲
を
超
え
て
為
さ
れ
た
行
為
の
効
果
を
ど
の
よ
う
に
解
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
更
に
二
つ
の
立
場
に
分
れ
る
。
　
ω
　
第
一
の
立
場
は
、
定
款
に
定
め
る
会
社
の
目
的
は
代
表
取
締
役
の
代
表
権
に
対
す
る
制
限
に
す
ぎ
ず
、
代
表
取
締
役
が
か
か
る
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
限
に
違
反
し
て
行
為
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
制
限
を
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
し
得
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
こ
の
説
は
、
商
法
第
二
六
一
条
が
民
法
第
五
四
条
を
準
用
し
て
い
る
こ
と
及
び
ド
イ
ツ
民
法
が
目
的
に
ょ
る
法
人
の
権
利
能
力
の
制
限
を
認
め
ず
、
公
益
法
人
は
定
款
所
定
の
臣
的
に
ょ
り
代
表
権
が
制
限
さ
れ
得
る
に
す
ぎ
な
い
（
独
民
法
第
二
六
条
二
項
）
こ
と
を
勘
案
し
て
の
結
論
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
会
社
の
定
款
所
定
の
葭
的
は
本
来
会
社
代
表
者
の
対
外
的
代
表
権
を
制
限
す
る
意
義
を
有
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
法
人
代
表
者
は
法
人
の
全
て
の
行
為
を
代
表
す
る
権
限
を
有
す
る
と
す
る
原
則
（
商
法
第
七
八
条
第
一
項
、
二
六
一
条
第
三
項
）
及
び
我
が
民
法
が
ド
イ
ツ
民
法
の
如
く
公
益
法
人
の
目
的
に
よ
る
代
表
権
の
制
限
（
ド
イ
ッ
民
法
第
三
ハ
条
）
の
規
定
を
設
け
ず
か
え
っ
て
商
法
第
二
六
一
条
第
三
項
が
民
法
第
五
四
条
を
準
用
し
て
い
る
こ
と
の
結
果
と
し
て
、
会
社
の
目
的
に
よ
る
代
表
権
の
制
限
は
内
部
的
な
制
約
に
と
ど
ま
り
、
善
意
の
第
三
者
に
は
対
抗
出
来
な
い
こ
と
と
な
る
。
従
っ
て
相
手
方
が
悪
意
で
あ
る
場
合
に
限
り
会
社
は
目
的
の
範
囲
を
越
え
て
な
し
た
代
表
者
の
行
為
の
無
効
を
主
張
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
　
②
　
第
二
の
立
場
は
、
会
社
の
定
款
所
定
の
目
的
は
会
社
．
の
特
別
権
利
能
力
の
範
囲
を
定
め
た
も
の
で
も
又
会
社
代
表
者
の
代
表
権
限
の
範
囲
を
定
め
た
も
の
で
も
な
く
、
単
に
会
社
代
表
者
の
職
務
執
行
に
あ
た
っ
て
の
会
社
に
対
す
る
義
務
を
定
め
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
対
外
的
効
力
に
影
響
を
及
す
も
の
で
は
な
い
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
商
法
第
二
六
一
条
第
三
項
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
民
法
第
五
四
条
の
代
表
権
に
対
す
る
制
限
は
会
社
の
目
的
と
い
う
よ
う
な
一
般
的
抽
象
的
な
事
由
を
予
定
し
て
お
ら
ず
、
前
説
の
如
く
一
般
的
で
必
ず
し
も
明
瞭
で
な
い
基
準
に
よ
っ
て
善
意
、
悪
意
を
区
別
す
る
こ
と
は
新
た
な
紛
争
を
生
ず
る
弊
害
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
定
款
所
定
の
会
社
の
目
的
は
、
会
社
代
表
者
の
対
外
的
代
表
者
を
何
等
制
約
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
行
為
の
効
果
は
全
て
会
社
に
帰
属
し
、
た
だ
こ
の
よ
う
に
取
引
の
安
全
の
保
護
を
重
視
す
る
こ
と
に
伴
う
弊
害
は
、
代
表
機
関
が
代
表
権
を
濫
用
し
た
場
合
の
理
論
に
委
ね
　
　
　
会
社
の
権
利
能
力
の
目
的
に
ょ
る
制
限
の
可
否
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
　
そ
し
て
会
社
の
目
的
は
代
表
者
の
職
務
執
行
に
つ
い
て
の
義
務
を
定
め
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
た
と
え
代
表
者
が
目
的
を
越
え
て
行
為
し
た
と
し
て
も
行
為
中
に
あ
っ
て
は
株
主
が
そ
れ
ら
行
為
の
差
止
講
求
を
為
し
得
（
商
法
第
二
七
二
条
）
、
目
的
外
の
行
為
を
為
し
た
こ
と
に
ょ
り
会
社
に
損
害
を
生
ぜ
し
め
た
場
合
に
は
、
会
社
は
代
表
者
に
対
し
そ
の
損
害
を
賠
償
す
べ
き
こ
と
を
請
求
出
来
る
に
と
ど
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
る
（
商
法
第
二
六
六
条
第
一
項
五
号
）
と
解
し
て
い
る
。
（
玉
）
　
同
旨
　
石
井
照
久
　
商
法
王
　
ニ
ニ
八
頁
、
大
浜
信
泉
　
改
正
　
会
社
法
概
論
　
三
一
頁
、
伊
沢
孝
平
　
注
解
新
会
社
法
四
～
五
頁
、
野
　
津
務
　
新
会
社
法
概
論
　
二
四
頁
、
な
お
鈴
木
教
授
は
目
的
に
よ
る
権
利
能
力
の
制
限
は
こ
れ
を
否
定
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
が
、
実
定
法
上
　
会
社
の
目
的
が
登
記
事
項
と
さ
れ
従
っ
て
登
記
さ
れ
た
以
上
第
三
者
に
対
抗
し
う
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
商
二
一
条
）
か
ら
疑
問
を
と
ど
め
　
つ
つ
も
解
釈
論
と
し
て
は
制
限
を
肯
定
す
る
の
が
妥
当
と
さ
れ
る
（
鈴
木
竹
雄
増
補
版
　
会
社
法
二
～
ご
｝
頁
）
（
2
）
　
閏
中
誠
二
　
新
版
会
社
法
（
四
全
訂
版
）
一
三
頁
、
酉
原
寛
一
　
会
社
法
（
商
法
講
義
亙
）
二
一
頁
、
大
森
忠
夫
　
会
社
法
講
義
一
六
頁
上
柳
克
郎
「
会
社
の
能
力
」
株
式
会
社
法
講
座
｝
巻
九
四
頁
（
3
）
　
田
中
誠
二
　
前
掲
一
六
頁
、
大
森
忠
夫
　
前
掲
一
五
～
ニ
ハ
頁
、
酉
、
原
寛
一
　
前
掲
二
一
頁
（
4
）
　
上
柳
克
郎
　
前
掲
九
圏
～
九
五
頁
判
例
　
の
　
動
　
向
　
以
上
学
説
が
比
較
的
多
数
の
立
場
に
分
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
判
例
は
会
社
創
業
に
際
し
尽
力
し
た
者
に
謝
意
を
表
す
る
た
め
、
業
務
担
当
者
た
る
社
長
が
こ
れ
に
二
千
円
を
贈
る
こ
と
を
約
し
た
事
案
に
つ
き
、
会
社
に
は
民
法
第
四
三
条
の
適
用
あ
り
と
す
る
立
場
を
と
り
会
社
の
特
別
権
利
能
力
は
定
款
所
定
の
目
的
に
よ
り
制
限
さ
れ
、
右
琶
的
の
範
囲
を
越
え
る
代
表
者
の
行
為
は
た
と
え
》
・
れ
が
会
社
の
名
を
以
っ
て
為
さ
れ
た
揚
合
で
あ
っ
て
も
、
会
社
に
対
し
て
は
何
等
の
効
力
を
生
じ
な
い
と
判
示
（
大
判
明
治
三
六
二
・
二
九
民
録
九
輯
｝
O
（
三
）
二
頁
）
し
て
以
来
会
社
の
目
的
の
範
囲
に
関
し
て
は
漸
次
広
く
解
す
る
立
場
を
強
め
つ
つ
あ
る
が
、
会
社
の
目
的
が
会
社
の
特
別
権
利
能
力
の
範
囲
を
劃
す
る
と
い
う
機
能
を
営
む
こ
と
に
つ
い
て
は
一
貫
し
て
こ
れ
を
肯
定
し
て
い
る
。
　
即
ち
、
銀
行
が
小
切
手
中
に
支
払
保
証
の
記
載
を
な
し
、
そ
の
支
払
義
務
を
負
担
す
る
の
は
預
金
又
は
貸
付
に
関
す
る
行
為
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
し
て
支
払
保
証
が
会
社
の
目
的
と
し
て
直
接
定
款
に
記
載
さ
れ
て
い
な
く
と
も
記
載
さ
れ
て
い
る
翼
的
に
含
ま
し
め
得
る
も
の
で
あ
れ
ば
足
り
る
と
し
て
そ
の
有
効
性
を
認
め
（
大
判
明
治
四
四
・
三
二
δ
民
録
一
七
輯
一
五
〇
頁
）
、
更
に
毛
織
物
の
製
造
販
売
を
な
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
会
社
が
営
業
維
持
を
図
っ
て
取
引
先
の
窮
状
を
救
う
た
め
に
手
形
の
裏
書
を
な
す
行
為
は
会
社
の
目
的
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
事
項
に
直
接
又
は
そ
の
内
容
と
し
て
解
釈
上
包
括
さ
れ
る
も
の
で
な
く
と
も
、
そ
の
員
的
た
る
事
業
遂
行
に
必
要
な
限
り
会
社
の
行
為
と
認
め
ら
れ
そ
の
効
果
は
会
社
に
帰
属
す
る
と
判
示
し
（
大
判
大
正
三
・
六
・
五
民
録
二
〇
輯
四
三
七
頁
）
、
そ
の
考
え
方
は
以
後
の
判
樹
に
よ
っ
て
も
踏
襲
さ
れ
、
昭
和
三
八
年
に
至
り
会
社
が
政
党
に
対
し
て
政
治
献
金
を
す
る
こ
と
は
会
社
の
目
的
の
範
囲
外
の
行
為
で
あ
る
と
下
級
審
に
お
い
て
判
示
し
目
的
の
範
囲
に
関
す
る
解
釈
を
若
干
狭
め
る
か
に
見
え
た
が
（
東
京
地
判
昭
和
三
八
・
四
・
五
、
下
民
集
一
四
巻
四
号
六
五
七
頁
）
、
右
事
件
の
控
訴
審
判
決
に
お
い
て
、
右
行
為
は
会
社
の
目
的
の
範
囲
内
の
行
為
で
あ
る
と
改
め
て
判
示
さ
れ
（
東
京
高
判
昭
和
四
一
．
一
．
一
三
高
裁
民
集
一
九
巻
一
号
七
頁
）
、
定
款
に
直
接
記
載
さ
れ
て
い
る
行
為
で
な
く
と
も
、
会
社
の
目
的
達
成
に
必
要
な
い
し
有
益
で
あ
る
行
為
で
あ
る
限
り
、
会
社
の
目
的
の
範
囲
内
の
行
為
と
し
て
そ
の
有
効
性
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
立
場
を
堅
持
し
て
い
る
（
最
判
昭
和
三
〇
・
一
〇
・
二
八
民
集
九
巻
二
号
一
七
四
八
頁
、
最
判
昭
和
…
二
ニ
テ
；
八
民
集
一
二
巻
六
四
八
頁
等
）
。
　
　
　
　
会
社
の
権
利
能
力
の
目
的
に
ょ
る
制
限
の
可
否
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
以
上
の
判
例
は
、
会
社
の
目
的
の
範
囲
を
如
何
な
る
基
準
に
よ
っ
て
劃
す
る
か
に
関
し
て
の
変
遷
が
あ
る
に
と
ど
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
し
て
確
定
さ
れ
た
貝
的
の
範
囲
は
、
会
社
の
特
別
権
利
能
力
の
範
囲
を
劃
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
お
り
、
た
だ
下
級
審
の
判
例
で
民
法
第
四
三
条
は
会
社
に
適
用
な
く
そ
の
特
別
権
利
能
力
は
会
社
の
目
的
に
よ
っ
て
制
限
を
受
け
な
い
と
す
る
も
の
が
若
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
干
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
（
1
）
　
「
会
社
ノ
法
定
代
理
人
力
其
員
的
以
外
ノ
事
項
二
関
シ
会
社
ノ
名
ヲ
以
ッ
テ
為
シ
タ
ル
行
為
ハ
会
社
二
対
シ
効
カ
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヤ
否
ヤ
ノ
事
項
二
関
シ
テ
ハ
…
－
民
法
四
三
条
二
依
レ
ハ
法
人
ハ
其
目
的
ノ
範
囲
内
二
於
テ
ノ
ミ
権
利
ヲ
得
義
務
ヲ
負
フ
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
目
的
以
外
ニ
ハ
人
格
ヲ
有
セ
サ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
其
屠
的
ノ
範
囲
外
二
於
ケ
ル
業
務
担
当
社
員
ノ
行
為
ハ
縦
令
ヒ
会
社
ノ
名
義
ヲ
以
ッ
テ
為
サ
レ
タ
ル
ト
　
キ
ト
錐
モ
之
ヲ
会
社
ノ
事
務
ナ
ジ
ト
云
フ
ヘ
カ
ラ
ス
。
既
二
会
社
ノ
事
務
ニ
ア
ラ
サ
ル
以
上
ハ
其
行
為
力
会
社
二
対
シ
効
カ
ヲ
生
シ
得
ヘ
キ
モ
　
ノ
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヤ
勿
論
ナ
ジ
ト
ス
」
（
大
判
明
三
六
・
丁
二
九
民
録
九
輯
一
〇
六
頁
）
（
2
）
　
「
会
社
は
其
の
目
的
た
る
事
業
を
遂
行
す
る
に
必
要
な
る
行
為
を
為
す
の
能
力
を
有
す
る
も
の
に
し
て
…
…
。
」
（
大
判
大
二
・
六
二
二
　
民
録
｝
九
輯
四
七
四
頁
）
　
　
「
筍
し
く
も
会
社
の
目
的
た
る
事
業
を
遂
行
す
る
に
必
要
な
る
行
為
な
ら
ん
に
は
之
を
以
っ
て
会
社
の
目
的
の
範
囲
内
に
あ
り
と
為
す
べ
き
　
も
の
に
し
て
…
…
」
（
大
判
昭
一
三
二
二
・
一
六
判
決
全
集
六
巻
二
二
八
頁
）
　
　
「
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的
自
体
に
包
含
さ
れ
な
い
行
為
で
あ
っ
て
も
そ
の
員
的
遂
行
に
必
要
な
行
為
は
ま
た
社
団
の
目
的
の
範
囲
に
属
す
　
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
り
…
…
」
（
最
判
昭
二
七
．
二
二
五
民
集
六
巻
二
号
七
七
頁
）
　
　
「
確
定
し
た
判
例
の
晃
解
に
よ
れ
ば
公
益
法
人
に
関
す
る
民
法
四
三
条
の
規
定
は
法
人
｝
般
の
性
質
に
基
く
原
則
を
定
め
た
も
の
で
あ
っ
て
　
…
…
会
社
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
有
用
な
行
為
は
定
款
に
記
載
さ
れ
た
事
業
目
的
の
如
何
及
び
そ
の
罠
的
達
成
の
た
め
に
必
要
ま
た
は
有
益
　
で
あ
る
と
否
と
に
拘
ら
ず
当
然
そ
の
躍
的
の
範
囲
内
に
属
す
る
行
為
と
し
て
こ
れ
を
為
す
能
力
を
有
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
」
（
東
京
　
高
裁
昭
四
丁
一
・
三
二
愚
裁
民
集
｝
九
巻
｝
号
七
頁
）
（
3
）
　
「
一
般
に
手
形
行
為
は
商
人
の
営
利
活
動
の
基
本
約
手
段
で
あ
る
か
ち
、
会
社
の
定
款
に
定
め
ら
れ
た
営
業
霞
約
の
範
囲
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
も
．
手
形
行
為
自
体
は
会
社
の
営
科
活
動
の
手
段
と
し
て
当
然
に
そ
の
能
力
の
範
臨
に
属
す
る
も
の
と
解
す
る
を
棺
当
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
商
法
第
七
八
条
二
項
、
第
一
照
七
条
、
第
二
六
一
条
第
三
項
を
以
っ
て
民
法
第
四
四
条
、
第
五
四
条
の
規
定
を
会
社
に
準
用
し
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
民
法
第
四
三
条
に
つ
い
て
は
何
等
の
準
用
規
定
を
設
け
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
当
然
に
結
論
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
民
法
第
四
三
条
は
民
法
上
の
公
益
法
人
に
限
っ
て
適
用
せ
ら
る
べ
き
規
定
で
あ
っ
て
、
営
利
法
人
た
る
会
社
に
は
そ
の
適
用
が
な
い
も
の
と
解
し
、
会
社
に
つ
い
て
は
法
律
が
会
社
と
い
う
法
人
形
態
を
認
め
た
独
自
の
法
理
念
に
照
ら
し
て
そ
の
能
ヵ
の
範
囲
を
定
め
る
こ
と
を
相
当
と
す
る
。
」
（
大
阪
高
判
昭
三
五
・
四
・
七
判
例
時
報
二
二
六
号
照
二
買
）
四
　
ア
メ
リ
カ
及
び
ド
イ
ツ
に
お
け
る
会
社
の
権
利
能
力
と
目
的
と
の
関
係
　
岬
　
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
鳴
耳
壽
拳
獣
℃
』
巨
歴
＆
℃
舞
9
霧
終
5
す
纂
。
・
8
鼻
8
昌
も
§
ざ
8
着
・
参
鎮
窪
の
四
種
の
会
社
形
態
が
存
在
し
、
こ
の
う
ち
我
国
の
合
名
会
社
、
合
資
会
社
に
そ
れ
ぞ
れ
相
当
す
る
嚇
肖
9
・
お
鼠
℃
及
び
凱
巨
δ
＆
饗
寡
霧
邑
・
す
に
つ
い
て
は
法
人
格
が
認
め
ら
れ
ず
、
株
式
会
社
に
あ
た
る
8
壱
・
声
焦
昆
に
対
し
て
独
立
の
法
人
格
を
認
め
、
合
名
会
社
と
株
式
会
社
の
中
間
形
態
た
る
す
馨
ω
ε
畠
8
導
唱
霧
蜜
に
つ
い
て
は
制
定
法
に
よ
る
場
合
少
数
の
州
に
お
い
て
或
る
範
囲
に
お
い
て
法
人
格
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
　
そ
し
て
「
会
社
の
能
力
は
定
款
記
載
の
目
的
に
よ
っ
て
範
囲
を
劃
さ
れ
、
目
的
外
の
行
為
は
会
社
の
能
力
を
越
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
無
効
で
あ
る
」
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
離
力
外
行
為
の
原
則
（
0
8
葺
器
9
紀
庁
多
ぐ
冨
ω
）
を
導
入
し
た
が
、
判
例
及
び
制
定
法
は
こ
の
原
則
を
緩
和
な
い
し
廃
止
す
る
方
向
を
辿
っ
て
い
る
。
即
ち
現
在
ア
メ
リ
カ
の
判
例
の
大
勢
は
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
こ
と
が
出
来
　
　
　
（
2
）
る
と
さ
れ
る
。
　
　
　
会
社
の
権
利
能
力
の
臣
的
に
ょ
る
制
限
の
可
否
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
　
①
　
目
的
外
の
契
約
が
未
履
行
の
場
合
、
カ
ン
ザ
ス
州
で
は
い
ず
れ
の
当
事
者
も
そ
の
履
行
を
拒
否
で
き
る
。
　
②
　
当
事
者
の
一
方
が
履
行
し
た
後
は
そ
の
当
事
者
は
契
約
の
履
行
を
訴
求
で
き
る
か
（
多
数
の
州
の
判
例
）
少
く
と
も
準
契
約
的
訴
訟
（
ρ
墨
。
。
一
8
旨
峯
。
ε
箪
8
広
魯
）
に
ょ
る
救
済
を
求
め
う
る
（
連
邦
裁
判
所
及
び
少
数
の
州
の
判
例
）
。
　
⑧
　
両
当
事
者
が
履
行
す
れ
ば
完
全
に
有
効
と
な
る
。
　
④
　
匿
的
外
の
契
約
が
未
履
行
の
場
合
で
も
、
株
主
全
員
が
そ
の
授
権
ま
た
は
追
認
に
同
意
し
た
と
き
は
、
大
部
分
の
州
の
裁
判
所
は
契
約
の
効
力
を
認
め
て
い
る
。
　
立
法
の
経
過
と
し
て
は
、
そ
れ
ま
で
採
用
さ
れ
て
い
た
能
力
外
行
為
の
原
則
は
、
一
九
一
七
年
の
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
普
通
会
社
法
一
五
条
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
以
来
、
一
九
二
七
年
オ
ハ
イ
ォ
州
普
通
会
社
法
八
条
に
よ
っ
て
会
社
は
自
然
人
の
有
す
る
全
て
の
行
為
を
な
す
能
力
を
有
す
る
と
さ
れ
、
更
に
一
九
二
八
年
統
一
会
社
法
（
¢
＆
曾
ヨ
ω
琶
琴
霧
9
着
簿
銭
鼻
》
9
）
二
条
は
会
社
は
自
然
人
の
有
す
る
と
同
じ
能
力
を
有
し
、
か
か
る
会
社
は
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
ま
た
は
有
益
で
あ
り
且
つ
法
に
反
し
な
い
行
為
を
為
す
権
限
を
有
す
る
と
さ
れ
、
目
的
条
項
は
取
締
役
の
権
限
の
制
約
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
更
に
進
ん
で
一
九
三
三
年
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ヤ
州
会
祉
法
八
〇
三
条
は
会
社
は
自
然
人
の
有
す
る
と
同
じ
能
力
を
有
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
目
的
条
項
は
代
表
機
関
の
権
限
の
制
限
と
な
る
が
、
そ
の
制
限
は
内
部
的
制
限
に
と
ど
ま
り
、
第
三
者
に
主
張
し
得
ず
、
単
に
そ
の
違
反
に
つ
き
取
締
役
の
責
任
を
追
求
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
、
能
力
外
行
為
の
原
則
を
完
全
に
廃
止
し
た
。
　
能
力
外
行
為
の
原
則
の
発
祥
地
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
一
九
四
五
年
会
社
法
改
正
委
員
会
た
る
コ
ー
エ
ン
委
員
会
は
能
力
外
行
為
の
原
則
を
廃
丘
し
、
第
三
者
に
対
し
て
法
人
も
自
然
人
と
伺
じ
能
力
を
有
す
る
こ
と
を
改
め
る
べ
き
で
あ
る
と
勧
告
し
た
が
、
一
九
四
八
年
の
改
正
会
社
法
で
は
右
勧
告
は
実
現
さ
れ
る
に
至
ら
ず
、
妥
協
的
に
目
的
条
項
変
更
の
要
件
を
緩
和
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
　
然
し
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
バ
ラ
ン
タ
イ
ン
や
ガ
ウ
ァ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
会
社
に
自
然
人
と
同
様
に
完
全
な
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
カ
を
認
め
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
、
将
来
こ
の
よ
う
な
改
正
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
英
米
法
に
お
い
て
は
、
従
来
能
力
外
行
為
の
原
則
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
屋
的
に
よ
る
会
社
の
権
利
取
得
の
制
限
を
緩
和
な
い
し
廃
止
し
、
こ
れ
を
代
表
者
に
対
す
る
内
部
的
責
任
追
究
に
転
化
せ
し
め
る
方
向
を
示
し
て
い
る
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
（
圭
）
　
こ
の
原
則
は
イ
ギ
リ
ス
で
］
八
七
五
年
蓄
喜
鐸
蔓
菊
帥
ご
墾
曙
○
霧
鼠
謎
。
餅
冒
象
0
2
い
＆
気
。
蒙
9
。
事
件
に
お
い
て
一
般
会
　
社
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
｝
八
六
二
年
の
会
社
法
二
一
条
が
目
的
条
項
の
変
更
を
禁
止
し
て
い
た
た
め
、
株
主
は
　
一
定
の
条
件
で
か
つ
そ
れ
を
変
更
し
な
い
と
い
う
前
提
で
資
本
を
投
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
株
主
保
護
の
た
め
に
目
的
外
の
行
為
を
禁
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
債
権
者
保
護
の
た
め
に
も
会
社
財
産
の
使
途
を
制
限
す
ぺ
き
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
　
る
（
北
沢
正
啓
編
「
ア
メ
リ
カ
と
霞
本
の
会
社
法
」
四
～
五
頁
）
。
（
2
）
　
竹
内
照
夫
、
大
塚
市
助
、
中
島
健
作
　
　
「
目
的
に
ょ
る
能
力
制
限
の
原
則
」
（
ア
メ
リ
カ
と
臼
本
の
会
社
法
所
収
）
一
〇
頁
。
　
　
ど
P
算
ぽ
曾
0
9
欝
ぎ
鵯
D
O
鈴
ω
①
ω
鈴
昌
似
鋸
暮
①
覧
鎮
ω
○
⇒
O
O
擁
も
○
擁
帥
鉱
o
霧
（
鴇
自
o
負
¢
冶
）
や
爲
○
（
3
）
　
⑦
巴
び
嘗
ぎ
Φ
’
○
⇔
8
『
℃
窪
彗
陣
○
霧
㌔
¢
ざ
○
α
一
思
9
ダ
誠
α
…
潔
8
0
0
≦
震
。
目
お
鷲
一
8
一
覧
塁
○
協
ヨ
○
富
琶
○
○
導
娼
p
嵩
蜜
い
p
≦
　
（
N
嵩
祭
の
α
」
膿
司
）
勺
co
↓
　
小
町
谷
操
三
　
「
イ
ギ
リ
ス
会
社
法
概
説
」
七
二
～
七
三
頁
　
ニ
　
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
合
名
会
社
（
○
鷺
。
ま
瓢
き
（
巨
謎
。
器
房
筈
餌
津
）
、
合
資
会
社
（
民
・
筥
旨
窪
象
罐
畠
毘
ω
9
鋒
♂
）
、
株
式
会
社
（
》
簿
凶
。
お
8
・
房
。
富
ε
、
株
式
合
資
会
社
（
渓
・
簿
導
ρ
鼠
一
護
窪
毘
8
冨
津
餌
鼠
鋭
簿
一
魯
）
、
及
び
有
限
会
社
（
○
。
毘
諄
蓼
津
影
津
び
。
。
。
。
ぼ
書
葬
象
頃
鋒
ε
謎
）
が
会
社
と
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
我
が
国
の
如
く
全
て
の
会
社
が
法
人
と
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
右
の
う
　
　
　
　
会
社
の
権
利
能
力
の
目
的
に
ょ
る
制
限
の
可
否
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
ち
有
限
会
社
、
株
式
合
資
会
社
、
株
式
会
社
の
三
者
に
つ
い
て
法
人
格
を
認
め
る
が
（
有
限
会
社
法
｝
三
条
、
新
株
式
法
｝
条
、
同
二
七
八
条
）
合
名
会
社
、
合
資
会
社
は
会
社
と
さ
れ
な
が
ら
も
独
立
の
法
人
格
が
認
め
ら
れ
ず
、
組
合
の
一
種
と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ド
イ
ッ
法
の
下
に
お
い
て
法
人
は
自
然
人
と
同
一
の
範
囲
の
権
利
能
力
を
取
得
し
う
る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
、
た
だ
公
益
法
人
に
関
し
法
人
代
表
者
た
る
理
事
の
代
表
権
に
つ
き
定
款
に
よ
っ
て
制
限
を
す
る
こ
と
が
出
来
（
独
民
法
三
ハ
条
）
こ
の
よ
う
な
制
限
は
登
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
さ
れ
て
い
る
（
同
法
六
四
条
）
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
法
人
の
目
的
は
法
人
の
権
利
能
力
を
制
限
す
る
も
の
で
な
い
の
み
な
ら
ず
、
代
表
者
の
代
表
権
を
当
然
に
制
限
す
る
も
の
で
も
な
く
、
た
だ
目
的
の
範
囲
内
に
代
表
権
を
制
限
す
る
と
定
款
又
は
寄
附
行
為
に
定
め
こ
れ
を
登
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
代
表
権
の
制
限
と
し
て
の
効
力
を
持
た
せ
う
る
に
と
ど
ま
る
。
更
に
営
利
法
人
た
る
株
式
会
社
等
に
あ
っ
て
は
、
嗣
法
で
は
「
取
締
役
の
代
表
権
の
制
限
は
第
三
者
に
対
し
そ
の
効
力
を
生
ぜ
ず
」
（
旧
株
式
法
七
四
条
二
項
）
と
規
定
し
、
そ
の
解
釈
と
し
て
、
取
締
役
の
代
表
権
は
不
可
制
限
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
善
意
悪
意
を
問
わ
ず
そ
の
制
限
を
第
三
者
に
対
抗
し
得
な
い
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
九
六
六
年
施
行
の
新
株
式
法
で
は
「
取
締
役
の
代
表
権
は
こ
れ
を
制
限
す
る
こ
と
を
得
ず
」
と
（
同
法
八
二
条
一
項
）
規
定
し
よ
り
直
戴
的
な
表
現
に
改
め
ら
れ
、
同
条
二
項
に
お
い
て
取
締
役
の
代
表
権
の
制
限
は
、
取
締
役
の
業
務
執
行
に
あ
た
っ
て
遵
守
す
べ
き
規
準
を
な
す
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
　
従
っ
て
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
営
利
法
人
た
る
会
社
に
あ
っ
て
は
、
定
款
所
定
の
臣
的
は
、
　
ω
　
会
社
の
権
利
能
力
を
制
限
す
る
も
の
で
な
く
、
　
⑧
　
取
締
役
の
代
表
権
を
制
限
す
る
も
の
で
も
な
く
、
　
③
　
内
部
関
係
と
し
て
代
表
権
を
定
款
所
定
の
目
的
の
範
囲
内
に
制
限
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
が
、
こ
の
制
限
違
反
の
行
為
は
対
外
的
効
力
に
は
関
係
な
く
、
取
締
役
の
会
社
に
対
す
る
責
任
の
問
題
を
生
ず
る
の
み
で
あ
る
。
但
し
相
手
方
が
、
取
締
役
の
権
限
濫
用
の
事
実
を
現
実
に
知
っ
て
い
た
と
き
は
、
会
社
が
こ
れ
を
立
証
し
て
代
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
王
）
権
の
制
限
を
対
抗
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
さ
れ
て
い
る
。
　
以
上
の
こ
と
は
ド
イ
ッ
に
お
い
て
は
、
法
人
た
る
会
社
は
法
律
及
び
法
人
と
し
て
の
特
質
か
ら
す
る
当
然
の
制
限
を
除
い
て
は
、
自
然
人
と
同
一
の
範
囲
に
お
い
て
権
利
を
得
義
務
を
負
担
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
定
款
所
定
の
目
的
に
よ
っ
て
権
利
能
力
の
範
囲
が
制
限
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
当
然
の
事
理
と
し
て
承
認
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
　
　
（
1
）
　
oo
。
匡
轟
2
ぎ
お
0
7
◎
蓼
器
○
≦
欝
計
曾
黛
ρ
矯
≧
一
筥
●
冨
N
¢
導
㈱
虞
¢
但
し
照
法
の
解
釈
に
つ
い
て
で
あ
る
。
新
法
に
お
い
て
も
同
様
に
　
　
　
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
五
　
会
社
の
権
利
能
力
の
目
的
に
よ
る
制
限
の
検
討
　
”
“
　
臼
的
に
よ
る
制
限
の
必
然
性
に
つ
い
て
の
検
討
　
　
以
上
見
て
き
た
我
が
国
の
学
説
判
例
及
び
諸
外
国
の
立
法
の
趨
勢
の
下
に
お
い
て
、
会
社
の
権
利
能
力
の
目
的
に
よ
る
制
限
の
可
否
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
先
ず
問
題
と
な
る
の
は
、
我
が
国
の
通
説
が
述
べ
る
如
く
会
社
と
い
う
営
利
社
団
法
人
が
、
目
的
社
会
と
し
て
目
的
に
よ
る
権
利
能
力
の
限
界
を
当
然
の
前
提
と
し
て
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
否
か
で
あ
る
。
　
そ
も
そ
も
自
然
人
の
ほ
か
法
人
が
権
利
義
務
の
主
体
た
夢
得
る
地
位
を
認
め
ら
れ
た
の
は
、
財
産
又
は
人
の
集
団
が
有
機
的
に
結
合
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）
る
こ
と
に
よ
っ
て
統
一
的
な
独
立
の
意
思
を
有
し
つ
つ
、
社
会
的
に
独
立
固
有
の
機
能
を
営
む
こ
と
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
し
て
法
人
の
人
格
取
得
の
根
拠
は
理
論
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
が
、
か
か
る
法
人
格
が
如
何
な
る
権
利
義
務
を
有
し
う
る
　
　
　
会
祉
の
権
利
能
力
の
目
的
に
ょ
る
制
限
の
可
否
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
か
は
法
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
自
然
人
に
つ
い
て
は
そ
の
生
物
学
的
自
然
的
存
在
と
人
問
尊
重
の
近
代
的
自
然
法
思
想
の
所
産
と
し
て
、
法
人
に
つ
い
て
は
そ
の
社
会
的
実
在
の
故
に
一
般
的
に
権
利
義
務
の
主
体
た
る
資
格
が
認
め
ら
れ
る
が
、
か
か
る
法
主
体
に
如
何
な
る
範
囲
の
権
利
義
務
を
現
実
に
取
得
せ
し
む
べ
き
か
は
、
自
然
人
に
つ
い
て
は
個
人
の
尊
重
、
法
の
下
の
平
等
及
び
公
共
の
福
祉
の
増
進
と
い
う
理
念
の
枠
内
で
当
然
の
事
理
と
し
て
幅
広
く
承
認
さ
れ
る
の
に
対
し
、
法
入
に
お
い
て
は
、
法
人
の
社
会
的
作
用
を
全
う
さ
せ
る
と
い
う
側
面
か
ら
、
法
人
に
関
す
る
法
律
関
係
の
処
理
に
関
連
あ
る
諸
利
益
を
比
較
衡
量
し
、
そ
れ
ら
の
諸
利
益
を
ど
の
よ
う
に
調
整
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
か
と
い
う
見
地
か
ら
政
策
的
に
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
個
別
的
具
体
的
権
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
利
義
務
の
総
和
の
帰
属
主
体
と
し
て
の
法
人
の
法
人
格
は
法
を
離
れ
て
存
在
し
な
い
と
言
い
得
る
が
、
こ
れ
は
社
会
的
実
在
と
し
て
の
一
般
的
抽
象
的
な
法
人
格
の
存
在
を
前
提
と
し
た
上
で
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
法
人
の
具
体
的
個
別
的
能
力
の
範
囲
！
特
別
権
利
能
力
の
範
囲
！
ー
は
我
が
国
の
よ
う
な
実
定
法
主
義
の
国
に
あ
っ
て
は
、
法
の
定
立
に
よ
っ
て
法
実
在
的
根
拠
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
法
人
の
法
人
格
取
得
の
本
質
が
一
定
の
目
的
遂
行
の
為
に
組
成
せ
ら
れ
た
組
織
体
即
ち
社
団
法
人
に
あ
っ
て
は
、
共
同
の
目
的
の
為
に
団
結
せ
る
人
の
集
団
が
、
独
立
固
有
の
意
思
と
社
会
的
作
用
を
有
す
る
が
故
に
権
利
義
務
の
主
体
た
り
得
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
し
て
も
、
こ
こ
で
言
う
一
定
の
目
的
を
定
款
所
定
の
目
的
と
い
う
言
わ
ば
営
利
法
人
に
お
い
て
は
手
段
的
な
限
定
的
意
味
に
解
し
う
る
か
は
疑
問
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
そ
の
究
極
に
存
在
す
る
営
利
こ
そ
が
、
こ
こ
で
言
う
目
的
で
あ
り
、
定
款
所
定
の
目
的
は
会
社
組
成
の
契
機
と
な
り
、
営
利
と
い
う
躍
的
実
現
の
た
め
の
中
心
的
手
段
を
提
供
す
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
解
さ
れ
、
ギ
ー
ル
ケ
の
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
う
如
く
、
法
人
の
権
利
能
力
は
そ
の
目
的
に
よ
っ
て
特
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
目
的
に
ょ
る
権
利
能
力
の
制
限
が
法
人
の
本
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
媛
）
的
要
請
で
な
い
こ
と
は
ま
た
カ
ー
ル
、
レ
ー
マ
ン
及
び
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
等
に
よ
っ
て
も
承
認
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
法
人
が
そ
の
社
会
的
存
在
に
よ
り
一
旦
法
人
格
を
取
得
す
る
に
至
れ
ば
、
法
人
は
法
人
そ
の
も
の
と
し
て
の
独
自
の
行
為
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
行
為
を
法
人
の
行
為
と
認
め
た
上
で
そ
の
行
為
の
効
果
を
如
何
な
る
範
囲
ま
で
法
人
に
帰
属
さ
せ
る
か
を
法
政
策
的
に
決
定
す
べ
き
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
反
し
、
通
説
の
如
く
法
人
の
権
利
能
力
を
目
的
に
よ
っ
て
限
定
し
、
目
的
を
越
え
る
行
為
に
つ
き
法
人
の
行
為
は
存
在
し
な
い
と
し
て
こ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
は
理
論
的
に
妥
当
で
な
い
の
み
な
ら
ず
、
一
方
に
お
い
て
目
的
を
厳
格
に
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
人
の
目
的
実
現
に
必
要
な
行
為
の
効
果
が
否
認
さ
れ
そ
の
社
会
的
作
用
を
全
う
せ
し
め
得
ぬ
結
果
と
な
り
、
逆
に
目
的
を
広
く
解
す
れ
ば
目
的
確
定
の
基
準
が
不
明
確
に
な
る
ば
か
り
か
、
目
的
の
範
囲
が
拡
張
し
目
的
に
よ
る
制
限
そ
の
も
の
が
自
壊
作
用
を
生
ず
る
と
い
う
現
実
的
な
困
難
を
伴
う
の
で
あ
る
。
　
従
っ
て
判
例
は
目
的
外
の
行
為
は
、
法
人
の
社
会
的
作
用
を
全
う
さ
せ
つ
つ
目
的
に
・
よ
る
制
限
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
努
力
を
重
ね
て
い
る
が
、
そ
の
理
論
的
一
貫
性
に
破
綻
を
来
す
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
判
例
は
鉄
道
事
業
を
経
営
す
る
株
式
会
社
が
炭
鉱
採
掘
事
業
の
兼
営
に
よ
り
会
社
の
金
融
を
図
り
そ
の
経
済
を
充
実
せ
し
め
ん
と
し
た
行
為
及
び
倉
庫
業
及
び
建
物
施
設
の
賃
貸
を
主
た
る
目
的
と
す
る
会
社
が
災
害
又
は
社
会
的
行
事
に
際
し
、
一
般
の
慣
例
に
従
い
応
分
の
義
絹
を
為
す
こ
と
を
共
に
目
的
遂
行
に
必
要
な
行
為
と
し
て
お
り
（
大
判
昭
和
六
二
二
・
轡
七
、
新
闘
三
三
六
囲
、
一
八
、
東
京
地
判
昭
和
三
〇
・
丁
二
八
下
民
集
六
巻
一
号
一
二
五
頁
）
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
現
代
の
経
済
を
担
う
申
心
的
企
業
形
態
と
し
て
の
会
社
に
つ
き
広
い
経
済
活
動
を
認
め
、
会
社
本
来
の
機
能
を
充
分
に
発
揮
せ
し
め
ん
と
す
る
そ
の
立
場
を
肯
定
し
う
る
が
、
後
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ら
行
為
が
会
社
の
社
会
経
済
的
要
請
に
基
づ
い
て
の
目
的
達
成
に
必
要
な
い
し
有
益
な
行
為
と
は
面
を
異
に
す
る
。
　
　
　
会
社
の
権
利
能
力
の
目
的
に
ょ
る
制
限
の
可
否
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
　
　
山
果
　
洋
　
法
　
堂
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
　
そ
れ
ら
行
為
が
、
会
社
の
行
為
と
し
て
是
認
さ
れ
る
理
由
は
、
か
か
る
会
社
の
営
利
目
的
達
成
と
し
て
の
手
段
性
の
故
に
で
は
な
く
、
会
社
に
あ
っ
て
も
営
業
活
動
以
外
一
般
的
社
会
人
と
し
て
の
生
活
領
域
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
領
域
に
お
け
る
行
為
が
会
社
の
行
為
と
し
て
の
実
在
性
を
有
し
、
社
会
的
に
は
会
社
の
行
為
と
し
て
認
識
さ
れ
、
法
的
に
会
社
の
行
為
と
し
て
評
価
さ
れ
得
る
た
め
、
そ
の
効
果
が
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
社
に
帰
属
せ
し
め
ら
れ
る
契
機
が
存
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
行
為
の
評
価
に
あ
た
っ
て
、
通
説
判
例
が
目
的
遂
行
に
有
益
な
行
為
で
あ
る
点
を
強
調
し
て
、
こ
れ
を
目
的
の
範
囲
内
の
行
為
と
な
す
な
ら
ば
、
会
社
代
表
者
が
会
社
の
名
を
以
っ
て
為
す
行
為
の
凡
ん
ど
全
て
が
目
的
の
範
囲
内
の
行
為
と
な
り
、
目
的
に
よ
る
権
利
能
力
の
制
限
と
い
う
意
義
の
大
半
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
結
果
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
判
例
は
、
会
社
の
権
利
能
力
は
定
款
所
定
の
目
的
と
の
関
係
で
限
定
さ
れ
る
と
い
う
立
場
を
と
り
な
が
ら
、
時
代
の
社
会
経
済
的
要
請
か
ら
目
的
の
範
囲
を
拡
張
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
目
的
に
よ
る
権
利
能
力
の
限
定
と
い
う
機
能
を
稀
薄
化
し
つ
つ
、
遂
に
は
営
業
を
離
れ
た
会
社
の
一
般
社
会
人
と
し
て
の
行
為
を
も
会
社
そ
の
も
の
の
行
為
と
し
て
認
め
、
そ
の
効
果
を
会
社
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
目
的
に
よ
る
権
利
能
力
の
制
限
を
脱
し
つ
つ
あ
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
　
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
、
公
益
法
人
に
つ
い
て
も
営
利
法
人
に
つ
い
て
も
目
的
に
よ
る
権
利
能
力
の
制
限
を
認
め
な
か
っ
た
の
は
、
定
款
所
定
の
目
的
と
い
う
枠
を
越
え
て
法
人
そ
の
も
の
の
独
自
の
行
為
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
目
的
に
よ
る
権
利
能
力
の
制
限
は
、
法
人
の
本
質
的
要
請
で
な
く
、
ま
た
妥
当
な
制
限
で
も
な
い
と
し
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
。
　
従
っ
て
法
人
の
特
別
権
利
能
力
は
目
的
に
よ
っ
て
当
然
制
限
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
我
国
に
お
い
て
は
法
人
た
る
の
特
性
に
基
づ
く
も
の
の
他
、
専
ら
法
令
に
よ
っ
て
そ
の
限
界
を
劃
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
民
法
第
四
三
条
前
段
は
か
か
る
意
味
に
お
い
て
当
然
の
事
理
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
条
後
段
は
公
益
法
人
に
関
し
、
特
に
法
律
を
以
っ
て
特
別
権
利
能
力
の
範
囲
を
定
款
又
は
寄
附
行
為
に
定
め
る
目
的
の
範
囲
内
に
限
定
す
る
旨
規
定
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
（
玉
）
　
松
本
蒸
治
　
　
「
法
人
学
説
」
　
商
法
解
釈
の
諸
問
題
　
一
二
一
貢
以
下
（
2
）
　
酉
原
教
授
は
こ
の
点
に
関
し
、
法
的
人
格
が
自
然
人
も
法
人
も
法
を
離
れ
て
存
在
し
得
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
法
主
体
た
り
う
　
る
一
般
的
適
格
の
間
題
で
は
な
く
、
法
に
よ
っ
て
具
体
化
現
実
化
さ
れ
た
権
利
義
務
の
総
和
の
帰
属
主
体
と
し
て
の
法
人
格
を
意
味
し
て
い
る
　
も
の
と
解
さ
れ
る
。
酉
原
寛
一
「
株
式
会
社
の
社
団
法
人
性
」
株
式
会
社
法
講
座
一
巻
四
二
頁
。
（
3
）
臼
。
碁
Φ
b
一
・
の
窪
・
器
・
岩
・
ぢ
津
ω
夢
8
江
Φ
毒
α
島
。
留
客
の
9
。
幻
①
島
富
嘆
8
プ
暮
敬
oQ
，
＄
一
ー
㌧
。
（
一
c。
c。
↓
）
　
　
服
部
教
授
も
「
法
人
潜
目
的
を
中
心
と
す
る
人
格
者
で
あ
る
渉
故
に
目
的
に
よ
る
制
限
は
一
見
当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
　
目
的
は
あ
く
ま
で
究
極
の
目
的
で
あ
っ
て
、
法
人
が
そ
の
目
的
に
結
び
つ
か
ぬ
行
為
を
絶
対
に
な
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
自
明
で
も
　
当
然
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
る
。
　
「
会
社
の
権
利
能
力
、
行
為
能
力
及
び
不
法
行
為
能
力
」
　
（
会
社
法
の
諸
問
題
）
一
〇
五
頁
。
（
4
）
ぎ
欝
醤
響
｝
U
器
灘
。
。
簿
鳥
霞
ヒ
肖
氏
①
お
①
器
房
9
る
津
窪
ゲ
ω
』
置
ー
c
・
，
霞
。
9
①
♪
9
9
名
＆
㌶
・
協
汐
一
く
舞
。
○
・
壱
？
　
残
鋤
江
○
⇒
く
〇
一
’
刈
。
型
凱
c
o
O
（
一
鴇
じ
（
5
）
　
大
隅
博
士
は
法
人
が
、
社
会
的
実
在
と
し
て
現
代
の
社
会
生
活
に
お
け
る
重
要
な
構
成
単
位
と
し
て
存
在
し
、
か
つ
活
動
し
て
い
る
以
上
、
　
お
よ
そ
祉
会
人
と
し
て
な
す
べ
き
行
為
を
な
し
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
会
社
に
あ
っ
て
も
営
業
生
　
活
以
外
の
一
般
社
会
人
と
し
て
の
生
活
領
域
が
存
す
る
か
ら
、
会
社
が
災
害
・
社
会
的
行
事
・
教
育
事
業
等
に
つ
き
一
般
の
慣
例
に
従
い
応
分
　
の
寄
附
を
な
す
こ
と
は
こ
の
よ
う
な
領
域
に
属
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
強
い
い
て
会
社
の
目
的
に
関
連
せ
し
め
て
解
す
る
こ
と
は
、
そ
　
の
必
要
が
な
い
ば
か
り
で
な
く
不
当
で
あ
る
と
思
う
と
述
べ
て
い
る
（
綜
合
判
例
研
究
叢
書
商
法
⑧
四
二
頁
）
。
会
社
の
権
利
能
力
の
目
的
に
よ
る
制
限
の
可
否
に
つ
い
て
一
〇
九
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
二
　
民
法
第
四
三
条
の
会
社
へ
の
類
推
適
用
の
当
否
　
　
会
社
の
特
別
権
利
能
力
は
こ
の
よ
う
に
し
て
理
論
上
当
然
そ
の
舅
的
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
法
律
の
規
定
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
と
解
す
れ
ば
、
商
法
上
明
文
の
規
定
が
現
行
法
の
下
に
あ
っ
て
は
、
民
法
第
四
三
条
が
会
社
に
も
適
用
な
い
し
類
推
適
用
さ
れ
、
法
律
に
ょ
る
権
利
能
力
の
制
限
た
る
作
用
を
果
し
得
る
か
が
問
題
と
な
る
。
　
当
初
判
例
は
、
　
「
会
社
の
法
定
代
理
人
が
其
目
的
以
外
の
事
項
に
関
し
、
会
社
の
名
を
以
っ
て
為
し
た
る
行
為
は
会
社
に
効
力
を
有
す
る
も
の
な
り
や
否
や
の
事
項
に
関
し
て
は
、
旧
商
法
中
更
に
何
等
の
規
定
存
せ
ざ
る
を
以
っ
て
、
其
事
項
は
民
法
の
規
定
に
よ
っ
て
決
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
（
大
判
明
三
六
・
丁
二
九
・
民
録
九
輯
一
〇
六
頁
）
と
判
示
し
、
学
説
も
ま
た
「
民
法
四
三
条
は
法
人
の
権
利
能
力
を
定
め
た
大
原
則
に
し
て
、
此
の
規
定
は
又
当
然
に
株
式
会
社
に
適
用
あ
る
も
の
と
謂
ざ
る
ぺ
か
ら
ず
」
（
片
山
株
式
会
社
法
論
五
六
頁
）
と
し
て
当
然
適
用
あ
る
も
の
と
解
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
民
法
第
四
三
条
の
規
定
は
公
益
法
人
の
み
に
関
す
る
規
定
で
あ
っ
て
、
営
利
法
人
た
る
会
社
に
直
ち
に
遠
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
そ
の
精
神
は
会
社
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
（
松
本
丞
治
「
営
利
会
社
の
慈
善
事
業
に
対
す
る
寄
附
」
商
法
解
釈
の
諸
問
題
一
囚
一
頁
）
と
し
て
単
に
類
推
適
用
を
認
め
る
に
と
ど
め
か
か
る
立
場
は
、
我
国
の
通
説
的
位
置
を
占
め
る
に
　
　
（
王
）
至
っ
た
。
従
っ
て
、
次
に
民
法
第
四
三
条
が
会
社
に
類
推
適
用
さ
れ
得
る
か
否
か
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
先
ず
我
が
商
法
は
、
民
法
第
四
三
条
の
適
用
な
い
し
類
推
適
用
を
予
定
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
　
石
井
教
授
は
、
法
典
調
査
会
民
法
総
会
に
お
け
る
穂
積
陳
重
博
士
の
説
明
及
び
法
典
調
査
会
民
法
主
査
会
の
理
由
を
引
用
し
て
、
民
法
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
三
条
が
法
人
一
般
に
共
通
の
規
定
と
し
て
会
社
に
も
当
然
適
用
あ
る
も
の
と
立
法
当
時
考
え
ら
れ
て
い
た
と
推
論
さ
れ
て
い
る
が
、
民
法
第
四
三
条
の
会
社
へ
の
適
用
は
、
前
述
の
如
く
公
益
法
人
と
営
利
法
人
と
の
差
異
に
基
づ
い
て
否
定
す
る
の
が
現
時
の
通
説
で
あ
る
た
め
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
立
法
者
の
意
図
は
、
現
行
法
の
解
釈
と
し
て
妥
当
し
な
い
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
で
は
次
に
、
商
法
は
規
定
の
面
で
民
法
第
四
三
条
の
類
推
適
用
を
予
想
し
て
い
る
立
法
構
成
を
と
っ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
。
　
商
法
第
七
二
条
は
合
名
会
社
に
つ
き
「
会
社
の
頃
的
の
範
囲
内
に
在
ら
ざ
る
行
為
を
為
す
に
は
、
総
社
員
の
同
意
あ
る
こ
と
を
要
す
る
」
と
規
定
し
、
同
法
第
一
四
七
条
に
よ
っ
て
合
資
会
社
に
右
規
定
が
準
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
及
び
会
社
の
目
的
が
登
記
事
項
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
商
法
第
六
餌
条
一
項
一
号
、
一
四
九
条
一
項
、
一
八
八
条
二
項
一
号
）
の
意
味
が
問
題
と
な
る
。
　
商
法
第
七
二
条
の
解
釈
に
つ
い
て
、
通
説
は
、
会
社
は
そ
の
目
的
の
範
囲
内
に
属
し
な
い
行
為
を
為
し
得
な
い
。
そ
れ
ら
行
為
を
為
し
得
る
た
め
に
は
本
来
定
款
の
変
更
を
要
す
る
が
、
然
し
、
そ
れ
ら
行
為
を
為
す
度
毎
に
定
款
の
変
更
を
し
、
そ
れ
を
事
後
旧
に
復
す
る
の
は
煩
に
堪
え
な
い
の
で
、
商
法
第
七
二
条
は
そ
の
便
法
を
認
め
、
総
社
員
の
同
意
の
み
で
足
り
る
と
し
た
の
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
が
、
通
説
の
解
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
目
的
こ
そ
が
法
人
の
本
質
的
要
素
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
目
的
の
変
更
は
会
社
の
同
一
性
を
失
わ
な
い
ま
で
も
、
そ
の
本
質
に
関
す
る
重
要
な
変
更
を
伴
う
は
ず
の
も
の
で
あ
り
、
か
か
る
便
宜
的
な
手
続
に
よ
っ
て
当
該
法
人
の
本
質
が
再
転
す
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
事
柄
の
重
要
性
に
照
し
て
権
衡
を
失
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
、
更
に
こ
の
場
合
、
定
款
変
更
も
変
更
登
記
の
手
続
も
必
要
と
さ
れ
な
い
結
果
、
第
三
者
は
会
社
の
権
利
能
力
を
劃
す
る
と
さ
れ
る
目
的
の
変
更
を
知
り
得
な
い
結
果
と
な
り
、
第
三
者
の
保
護
を
没
却
し
た
不
当
な
規
定
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
即
尋
総
社
員
の
同
意
を
得
た
事
項
な
い
し
行
為
は
、
会
社
の
目
的
の
拡
張
又
は
変
更
と
し
て
は
定
款
の
記
載
に
も
登
記
面
上
も
現
わ
れ
な
い
か
ら
、
取
引
の
第
三
者
は
こ
れ
を
一
般
に
知
る
こ
と
を
得
ず
、
果
し
て
当
該
行
為
が
会
社
の
行
為
と
し
て
予
期
す
る
効
果
を
収
め
得
る
か
否
か
は
不
明
と
な
り
、
不
安
定
な
立
場
に
立
た
さ
れ
る
、
そ
れ
の
み
か
、
会
社
の
目
的
が
登
記
事
項
と
さ
れ
た
と
し
て
も
、
右
登
記
の
効
力
を
規
定
す
る
商
法
第
二
一
条
の
規
定
と
の
関
係
を
　
　
　
会
社
の
権
利
能
力
の
目
的
に
よ
る
制
限
の
可
否
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
め
ぐ
っ
て
困
難
な
間
題
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
商
法
第
七
二
条
は
一
見
通
説
の
見
解
を
支
持
す
る
か
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
立
場
は
必
ず
し
も
妥
当
と
は
言
い
難
い
。
む
し
ろ
右
規
定
が
対
外
関
係
を
考
慮
し
て
い
な
い
点
か
ら
取
引
の
第
三
者
に
関
係
の
な
い
内
部
関
係
を
定
め
た
規
定
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
、
会
社
を
代
表
す
べ
き
業
務
執
行
社
員
が
本
来
業
務
執
行
上
会
社
に
よ
り
委
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
任
さ
れ
て
い
る
権
限
の
範
囲
を
総
社
員
の
同
意
を
以
っ
て
内
部
的
に
変
更
し
得
る
と
し
た
規
定
と
解
す
る
こ
伴
が
妥
当
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
は
、
商
法
第
七
二
条
後
段
が
定
款
及
び
登
記
の
変
更
を
予
定
し
て
い
な
い
こ
と
と
も
調
和
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
従
っ
て
右
規
定
を
以
っ
て
、
会
社
が
そ
の
目
的
に
よ
っ
て
権
利
能
力
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。
　
次
に
会
社
に
お
い
て
、
そ
の
員
的
が
定
款
の
絶
対
的
記
載
事
項
と
さ
れ
、
登
記
に
よ
っ
て
第
三
者
に
公
示
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
会
社
の
昌
的
は
そ
の
会
社
の
権
利
能
力
の
範
囲
を
限
定
す
る
た
め
、
第
三
者
に
重
要
な
影
響
を
及
す
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
右
の
よ
う
な
規
定
を
み
る
に
至
っ
た
と
解
す
る
余
地
も
あ
る
が
、
我
が
商
法
の
母
法
た
る
ド
イ
ッ
株
式
法
に
お
い
て
も
、
会
社
の
目
的
は
定
款
記
載
事
項
及
び
登
記
事
項
と
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
取
締
役
の
代
表
権
の
制
限
と
し
て
の
意
味
す
ら
有
し
て
い
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
会
社
の
目
的
が
定
款
記
載
事
項
及
び
登
記
事
項
と
さ
れ
る
こ
と
が
、
会
社
の
権
利
能
力
が
目
的
に
よ
っ
て
劃
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
の
決
定
的
な
解
釈
基
準
と
は
な
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
　
以
上
会
社
の
権
利
能
力
が
目
的
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
と
す
る
結
論
は
、
実
定
法
の
構
造
上
当
然
に
導
き
出
さ
れ
る
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
で
は
次
に
、
民
法
第
四
三
条
は
公
益
法
人
と
営
利
法
人
と
い
う
差
異
を
越
え
て
、
会
社
に
も
類
推
適
用
さ
れ
る
一
般
的
な
妥
当
性
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
　
こ
の
点
で
問
題
と
な
る
の
は
、
公
益
法
人
と
営
利
法
人
と
の
差
異
で
あ
る
。
公
益
法
に
お
い
て
は
そ
の
臼
的
は
そ
れ
自
体
と
し
て
法
人
の
存
在
目
的
と
し
て
個
別
化
特
定
化
し
や
す
い
性
質
を
有
し
、
国
家
に
於
け
る
公
益
に
直
接
影
響
を
及
す
た
め
、
国
の
政
策
的
規
制
を
受
け
る
可
能
性
が
強
い
の
に
対
し
、
営
利
法
人
に
あ
っ
て
は
、
定
款
所
定
の
目
的
は
、
会
社
の
究
極
的
目
的
た
る
営
利
実
現
の
た
め
の
手
段
に
と
ど
ま
る
た
め
、
定
款
所
定
の
目
的
は
、
公
益
法
人
に
お
け
る
よ
う
な
法
人
存
在
の
直
接
的
目
的
と
し
て
機
能
せ
ず
む
し
ろ
、
手
段
的
副
次
的
な
機
能
を
有
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
更
に
営
利
法
人
が
主
と
し
て
如
何
な
る
方
法
手
段
を
以
っ
て
営
利
を
獲
得
し
て
い
く
か
は
私
的
自
治
の
枠
内
に
と
ど
ま
る
性
質
の
問
題
で
あ
っ
て
、
公
益
の
如
く
国
家
の
政
策
的
規
制
を
直
ち
に
受
け
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
法
が
公
益
法
人
の
業
務
監
督
権
を
そ
の
員
的
に
即
応
し
た
主
務
官
庁
に
与
え
、
政
策
的
規
制
を
以
っ
て
そ
の
運
営
の
適
正
化
を
図
る
態
度
を
示
し
て
い
る
（
民
法
第
六
七
条
）
の
に
対
し
、
営
利
法
人
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
に
よ
る
解
散
命
令
と
い
う
終
局
的
権
限
を
認
め
る
に
と
ど
め
る
（
商
法
第
五
八
条
一
項
）
の
は
、
か
か
る
公
益
法
人
と
営
利
法
人
の
差
異
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
公
益
法
人
に
お
い
て
は
、
そ
の
目
的
が
個
人
の
経
済
的
利
益
に
優
先
す
る
公
益
で
あ
る
た
め
唱
、
鼠
的
の
範
囲
外
の
行
為
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
第
三
者
の
権
利
を
否
認
し
、
法
人
の
利
益
を
擁
護
す
る
こ
と
に
価
値
を
認
め
る
こ
と
も
出
来
る
が
、
営
利
法
人
に
お
い
て
は
、
相
対
立
す
る
私
益
で
あ
る
た
め
、
取
引
の
相
手
方
の
利
益
を
否
定
し
て
会
社
の
利
益
を
護
る
こ
と
の
合
理
性
は
乏
し
く
、
む
し
ろ
、
会
社
の
利
益
を
犠
牲
に
し
て
も
第
三
者
の
権
利
を
保
護
す
る
こ
と
こ
そ
、
現
代
の
取
引
に
あ
っ
て
合
理
的
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
従
っ
て
公
益
法
人
に
お
い
て
、
そ
の
権
利
能
力
を
目
的
の
範
囲
に
限
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
っ
て
も
営
利
法
人
に
お
い
て
同
様
に
解
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
。
　
　
　
会
社
の
権
利
能
力
の
目
的
に
ょ
る
制
限
の
可
否
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
晒
　
か
く
し
て
営
利
法
人
た
る
会
社
に
あ
っ
て
は
、
会
社
の
権
利
能
力
が
定
款
所
定
の
目
的
に
限
定
さ
れ
る
か
否
か
は
、
会
社
の
権
利
能
力
を
目
的
の
範
囲
に
限
定
し
或
い
は
限
定
し
な
か
っ
た
揚
合
に
お
い
て
生
ず
る
法
律
関
係
に
お
け
る
当
事
者
の
諸
利
益
を
比
較
衡
量
し
、
こ
れ
ら
諸
利
益
を
ど
の
よ
う
に
調
整
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
か
と
い
う
、
会
社
法
独
自
の
立
場
か
ら
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
会
社
の
権
利
能
力
を
臼
的
の
範
囲
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
利
益
は
、
第
一
に
、
株
主
は
一
定
の
目
的
の
た
め
資
本
の
提
供
を
し
て
会
社
企
業
に
参
加
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
株
主
が
承
認
し
た
目
的
以
外
の
事
業
の
た
め
に
そ
の
投
下
資
本
を
利
用
さ
れ
な
い
と
い
う
株
主
の
利
益
で
あ
り
、
第
二
に
は
、
会
社
財
産
の
使
途
を
制
限
し
て
会
社
財
産
の
逸
散
を
防
ぎ
、
会
社
財
産
の
確
保
を
し
て
、
会
社
債
権
者
を
保
護
す
る
と
い
う
利
益
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
会
社
の
権
利
能
力
を
目
的
に
よ
っ
て
制
限
す
る
こ
と
の
不
利
益
は
、
会
社
の
属
的
の
範
囲
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
く
、
こ
れ
を
確
め
る
こ
と
は
手
続
的
に
も
煩
環
で
あ
り
、
株
主
保
護
の
た
め
に
取
引
の
安
全
を
害
し
、
会
社
に
責
任
免
脱
の
口
実
を
与
え
易
い
と
い
う
弊
害
が
指
摘
さ
れ
る
。
英
米
法
に
お
い
て
も
能
力
外
行
為
の
原
則
に
よ
る
株
主
及
び
債
権
者
の
保
護
は
、
立
法
及
び
判
例
の
進
化
に
伴
い
単
な
る
幻
想
上
の
保
護
に
す
ぎ
な
く
な
り
、
会
社
と
取
引
す
る
第
三
者
に
と
っ
て
は
、
会
社
の
広
汎
な
そ
し
て
漢
然
と
し
た
臼
的
条
項
の
中
に
た
ま
た
ま
そ
の
取
引
が
入
っ
て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
取
引
の
無
効
を
主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
張
さ
れ
る
お
そ
れ
を
生
じ
「
会
社
と
取
引
す
る
第
三
者
に
対
す
る
陥
し
穴
」
を
な
し
て
い
る
と
そ
の
弊
害
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
会
社
の
特
別
権
利
能
力
を
そ
の
目
的
の
範
囲
内
に
限
る
こ
と
に
よ
る
利
点
を
求
め
る
た
め
に
は
、
会
社
の
自
的
が
明
確
性
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
学
説
判
例
は
、
こ
れ
と
逆
行
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
　
即
ち
、
近
時
の
経
済
活
動
の
広
汎
分
化
は
、
そ
の
究
極
の
目
的
た
る
営
利
追
求
の
手
段
を
多
様
且
っ
複
雑
化
し
、
会
社
の
活
動
領
域
が
実
際
上
極
め
て
広
く
な
っ
た
た
め
、
判
例
及
び
学
説
も
か
か
る
時
代
的
要
請
に
応
ぜ
ざ
る
を
得
ず
、
会
社
に
そ
の
法
的
効
果
を
帰
属
せ
し
め
得
る
目
的
の
範
囲
内
の
行
為
と
は
「
目
的
自
体
た
る
行
為
の
ほ
か
目
的
達
成
に
必
要
又
は
有
益
な
行
為
に
及
び
し
か
も
こ
の
範
囲
に
属
す
る
か
否
か
は
行
為
の
客
観
的
性
質
に
基
き
抽
象
的
に
判
断
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
」
　
（
石
井
前
掲
　
；
西
～
五
頁
）
と
し
、
或
い
は
「
定
款
に
依
り
て
定
ま
り
た
る
目
的
の
範
囲
内
に
包
含
す
る
事
項
及
び
そ
の
目
的
を
遂
行
す
る
に
必
要
な
事
項
」
に
及
ぶ
（
大
判
大
正
三
・
六
・
五
、
民
録
二
〇
輯
四
三
七
頁
）
と
し
て
そ
の
基
準
を
抽
象
的
一
般
的
に
拡
張
し
た
た
め
、
登
記
に
よ
っ
て
会
社
の
目
的
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
確
め
る
た
め
の
手
続
の
煩
わ
し
さ
の
上
に
、
仮
え
登
記
簿
に
よ
り
会
社
の
目
的
を
確
認
し
た
と
し
て
も
、
為
さ
ん
と
し
て
い
る
行
為
が
果
し
て
目
的
の
範
囲
内
の
行
為
と
言
い
得
る
か
否
か
の
判
断
を
不
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
目
的
の
明
確
化
に
よ
っ
て
法
が
当
初
予
定
し
て
い
た
株
主
・
債
権
者
の
保
護
と
い
う
効
果
を
も
著
る
し
く
減
殺
す
る
結
果
を
招
来
し
て
い
る
。
　
そ
し
て
目
的
の
範
囲
を
不
明
確
に
す
る
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
か
え
っ
て
、
悪
意
あ
る
会
社
代
表
者
が
目
的
外
に
お
い
て
第
三
者
と
取
引
を
な
し
、
そ
の
結
果
利
益
を
収
め
得
れ
ば
こ
れ
を
糊
塗
し
そ
の
効
果
を
享
受
す
る
が
、
一
且
会
社
に
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
そ
の
無
効
を
主
張
し
て
損
害
を
免
れ
よ
う
と
す
る
責
任
免
脱
の
q
実
を
与
え
る
弊
害
を
増
長
す
る
こ
と
と
な
る
。
　
以
上
に
反
し
、
会
社
の
権
利
能
力
を
目
的
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
な
い
と
解
し
た
場
合
に
生
ず
る
弊
害
は
主
と
し
て
、
株
主
が
自
己
の
投
下
し
た
資
本
を
会
社
代
表
者
に
よ
っ
て
不
当
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
と
、
代
表
者
が
会
社
資
本
を
不
当
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
会
社
と
取
引
を
為
し
た
悪
意
あ
る
第
三
者
の
行
為
ま
で
保
護
す
る
と
い
う
不
当
な
結
果
を
生
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
　
然
し
前
者
に
つ
い
て
は
、
法
は
か
か
る
弊
害
を
予
測
し
て
、
会
社
代
表
者
が
、
会
社
の
目
的
の
範
囲
内
に
な
い
行
為
に
よ
っ
て
会
社
く
株
主
）
の
利
益
を
害
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
株
主
に
、
そ
れ
ら
代
表
者
の
行
為
の
差
止
請
求
を
為
す
権
利
を
認
め
て
不
当
流
用
を
阻
止
し
得
る
も
の
と
し
（
商
法
第
二
七
二
条
）
、
代
表
者
の
行
為
後
に
お
い
て
は
、
会
社
に
損
害
を
生
じ
た
場
合
、
会
社
は
そ
の
蒙
っ
た
損
害
　
　
　
会
社
の
権
利
能
力
の
目
的
に
よ
る
制
限
の
可
否
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
額
を
代
表
者
に
賠
償
せ
し
め
得
る
こ
と
と
し
（
商
法
第
三
ハ
六
条
一
項
五
号
）
、
そ
の
損
害
の
回
復
を
図
っ
て
お
り
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
商
法
第
七
八
条
、
民
法
第
五
四
条
の
解
釈
若
し
く
は
代
表
者
の
権
限
濫
用
と
い
う
よ
り
一
般
的
な
理
論
に
よ
っ
て
悪
意
あ
る
相
手
方
の
不
当
な
利
益
を
制
限
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
会
社
の
特
別
権
利
能
力
が
目
的
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
な
い
と
解
し
た
場
合
に
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
る
主
た
る
弊
害
は
克
服
さ
れ
、
目
的
の
解
釈
を
め
ぐ
る
困
難
は
払
拭
さ
れ
、
対
外
的
効
力
が
確
実
に
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
取
引
の
安
定
性
と
円
滑
性
が
保
障
さ
れ
る
。
　
右
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
は
、
社
員
と
会
社
代
表
者
と
い
う
会
社
組
織
内
の
言
わ
ば
静
的
な
紐
帯
に
よ
っ
て
結
び
つ
い
て
い
る
法
律
関
係
と
、
会
社
と
取
引
の
相
手
方
た
る
第
三
者
と
い
う
取
引
流
通
の
過
程
に
お
け
る
い
わ
ば
動
的
面
に
お
い
て
形
成
さ
れ
る
法
律
関
係
の
い
ず
れ
を
重
視
す
べ
き
か
と
い
う
選
択
に
立
た
さ
れ
た
場
合
、
商
法
に
お
け
る
第
三
者
保
護
と
い
う
理
念
に
合
致
す
る
正
し
い
方
向
を
示
す
解
釈
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
結
論
は
、
英
米
法
に
お
い
て
前
述
の
如
く
能
力
外
行
為
の
原
則
が
衰
退
し
、
目
的
に
よ
る
会
社
の
権
利
能
力
及
び
代
表
者
の
対
外
的
代
表
権
の
制
限
を
否
定
す
る
制
定
法
の
立
法
が
進
ん
で
お
り
、
我
が
商
法
の
母
法
た
る
ド
イ
ツ
株
式
法
に
お
い
て
も
目
的
に
よ
る
会
社
の
権
利
能
力
の
制
限
を
認
め
て
い
な
い
と
い
う
諸
外
国
の
趨
勢
と
も
よ
く
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
か
く
し
て
、
民
法
第
四
三
条
の
会
社
へ
の
類
推
適
用
は
こ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
が
妥
当
と
な
る
。
　
以
上
、
民
法
第
四
三
条
を
準
用
す
る
明
文
の
規
定
が
存
在
せ
ず
、
右
規
定
の
会
社
へ
の
類
推
適
用
も
否
定
さ
れ
る
た
め
、
会
社
の
特
別
権
利
能
力
は
、
定
款
所
定
の
目
的
に
よ
っ
て
制
限
を
受
け
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
結
論
に
至
る
の
で
あ
る
。
（
王
）
　
石
井
照
久
　
前
揚
二
二
四
頁
、
　
田
中
（
耕
）
　
前
掲
五
八
頁
、
大
浜
　
前
掲
三
五
頁
、
（
2
）
石
井
照
久
　
「
会
社
の
権
利
能
力
」
　
法
学
協
会
雑
誌
七
六
巻
二
号
一
七
〇
～
一
七
三
頁
（
3
）
　
松
本
丞
州
治
　
　
「
臼
本
会
社
法
論
」
　
玉
〇
六
～
五
〇
七
頁
、
石
井
前
掲
五
麟
○
～
五
四
一
頁
、
伊
沢
前
掲
六
一
～
六
二
頁
、
野
津
前
掲
三
〇
五
頁
。
（
4
）
　
田
中
（
誠
）
教
授
は
、
商
法
七
二
条
後
段
は
対
外
的
に
権
利
能
力
の
拡
張
を
定
め
た
も
の
で
は
な
く
、
対
内
的
に
会
社
に
重
大
な
利
害
関
係
あ
る
事
項
に
つ
い
て
の
手
続
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
（
田
中
（
誠
）
前
掲
頭
〇
三
～
四
〇
囲
頁
）
、
大
隅
博
士
は
商
法
第
七
二
条
後
段
に
　
意
味
を
も
た
せ
る
と
す
れ
ば
、
会
社
の
機
関
が
総
社
員
の
同
意
を
も
っ
て
、
そ
の
属
的
の
範
囲
外
の
行
為
を
な
す
場
合
に
は
会
社
に
対
す
る
責
任
を
免
れ
る
と
す
る
に
あ
る
と
思
う
が
、
こ
れ
も
総
社
員
の
同
意
あ
る
以
上
法
の
特
別
の
規
定
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
当
然
の
こ
と
で
あ
惹
か
ら
、
実
際
上
存
在
理
由
に
乏
し
い
と
さ
れ
る
（
大
隅
全
訂
会
社
法
論
上
七
三
頁
、
綜
合
判
例
研
究
叢
書
商
法
⑧
八
頁
）
。
（
5
）
　
膨
蹟
ダ
暮
汐
ρ
○
⇒
8
も
c
纂
鑓
o
霧
㌔
磐
●
a
●
（
¢
ま
）
忌
る
黛
～
翫
c
o
　
閃
書
o
箸
○
陥
夢
Φ
O
O
彰
影
帥
算
o
Φ
8
0
0
旨
娼
弩
緒
ピ
帥
≦
　
毎
露
o
旨
α
欝
o
⇔
汁
（
も
轟
題
）
も
貫
貸
お
繭
六
　
会
社
の
目
的
の
会
社
に
お
け
る
法
的
機
能
　
以
上
の
よ
う
に
、
会
社
は
定
款
に
定
め
る
目
的
に
よ
っ
て
そ
の
特
別
権
利
能
力
を
制
限
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
解
し
た
揚
合
、
次
に
会
社
に
お
い
て
そ
の
目
的
が
如
何
な
る
機
能
を
営
む
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
　
先
ず
、
会
社
の
目
的
を
代
表
取
締
役
な
ど
の
代
表
者
の
代
表
権
の
制
限
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
で
あ
る
。
　
民
法
第
五
四
条
は
「
理
事
の
代
表
権
に
加
え
た
制
限
は
之
を
以
っ
て
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
を
得
ず
」
と
し
て
、
理
事
の
代
表
権
に
一
定
の
制
限
を
設
け
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
相
手
方
が
悪
意
で
あ
る
限
り
そ
の
制
限
を
対
抗
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
商
法
第
七
八
条
は
こ
の
規
定
を
合
名
会
社
の
代
表
社
員
に
準
用
し
、
右
規
定
は
、
商
法
第
一
四
七
条
、
二
六
一
条
三
　
　
　
会
社
の
権
利
能
力
の
自
的
に
ょ
る
制
限
の
可
否
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
項
に
よ
っ
て
合
資
会
社
、
株
式
会
社
に
も
準
用
さ
れ
て
い
る
結
果
、
会
社
の
目
的
を
以
っ
て
会
社
代
表
者
の
代
表
権
の
制
限
事
由
と
取
決
め
た
揚
合
に
は
、
形
式
的
に
は
相
手
方
が
悪
意
で
あ
る
限
り
、
代
表
権
の
制
限
と
し
て
の
機
能
を
果
し
得
る
か
に
思
え
る
が
、
民
法
第
五
四
条
は
、
公
益
法
人
が
目
的
の
範
囲
内
に
お
い
て
そ
の
特
別
権
利
能
力
の
制
限
を
受
け
る
と
い
う
前
提
の
下
に
、
代
表
者
の
代
表
権
の
個
別
的
．
具
体
的
制
限
を
許
容
し
た
規
定
と
解
さ
れ
、
会
社
の
臣
的
と
い
う
よ
う
な
一
般
的
抽
象
的
制
限
事
由
を
予
定
し
て
い
な
い
も
の
で
仮
り
に
か
か
る
制
限
及
び
そ
の
制
限
の
登
記
を
認
め
た
と
し
て
も
、
登
記
の
積
極
的
効
力
に
よ
り
、
全
て
の
相
手
方
が
悪
意
者
と
擬
制
さ
あ
り
、
ま
た
れ
る
た
め
、
民
法
第
五
四
条
の
規
定
の
趣
旨
と
調
和
し
な
い
結
果
と
な
る
。
従
っ
て
会
社
の
臣
的
を
何
等
か
の
意
味
で
、
会
社
代
表
者
の
代
表
権
の
制
限
と
解
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
会
社
の
目
的
は
単
に
取
締
役
等
が
職
務
執
行
を
な
す
に
あ
た
っ
て
の
会
社
に
対
す
る
義
務
を
定
め
、
か
か
る
職
務
執
行
の
準
則
に
違
反
し
た
揚
合
の
内
部
的
責
任
追
求
の
根
拠
を
提
供
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
解
す
る
こ
と
が
妥
当
か
否
か
で
あ
る
。
　
営
利
法
人
た
る
会
社
に
あ
っ
て
は
、
社
員
は
一
定
の
資
本
を
会
社
に
提
供
し
、
会
社
は
こ
れ
ら
結
集
さ
れ
た
資
本
を
社
員
と
の
間
で
定
め
ら
れ
た
一
定
の
方
法
に
よ
り
運
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
利
潤
を
社
員
に
分
配
す
る
と
い
う
関
係
が
存
在
し
、
会
社
は
資
本
利
用
に
つ
い
て
社
員
に
対
し
一
定
の
制
限
を
有
し
て
い
る
。
一
方
、
取
締
役
と
会
社
と
の
関
係
は
委
任
関
係
で
あ
リ
パ
商
法
第
六
八
条
、
民
法
第
六
七
一
条
、
商
法
第
一
四
七
条
、
二
五
四
条
の
二
）
、
取
締
役
は
委
任
の
本
旨
に
従
い
善
良
な
る
管
理
者
の
注
意
義
務
を
以
っ
会
社
の
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
を
要
し
（
民
法
第
六
四
四
条
）
従
っ
て
取
締
役
が
そ
の
職
務
を
執
行
す
る
に
あ
た
っ
て
は
定
款
の
規
定
を
遵
守
せ
ね
ば
な
ら
ず
（
商
法
第
二
五
四
条
の
二
）
定
款
の
定
め
る
会
社
の
員
的
に
従
っ
て
行
動
す
る
こ
と
は
、
取
締
役
の
業
務
執
行
権
限
行
使
に
つ
い
て
の
当
然
の
義
務
で
あ
る
。
取
締
役
が
定
款
に
定
め
る
目
的
を
越
え
て
行
為
を
為
し
た
場
合
は
、
右
義
務
違
反
と
し
て
、
そ
の
行
為
は
差
止
請
求
の
対
象
と
な
り
（
商
法
第
二
七
二
条
、
有
限
会
社
法
第
三
一
条
の
二
）
、
取
締
役
の
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
に
な
る
（
商
法
第
二
六
六
条
一
項
五
号
）
。
　
そ
し
て
、
会
社
の
属
的
外
行
為
も
対
外
的
第
三
者
関
係
に
お
い
て
は
全
て
有
効
と
解
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
悪
意
の
第
三
者
に
対
す
る
規
制
は
、
前
述
の
如
く
代
表
者
が
そ
の
職
務
執
行
上
の
義
務
に
違
反
し
て
な
し
た
権
限
濫
用
の
行
為
で
あ
っ
て
、
相
手
方
が
か
か
る
事
実
を
知
悉
し
な
が
ら
敢
て
取
引
を
な
し
た
こ
と
を
立
証
し
て
そ
の
効
力
を
否
認
し
う
る
と
い
う
代
表
権
の
濫
用
と
い
う
よ
り
一
般
的
な
理
論
に
よ
っ
て
果
し
得
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
実
定
法
的
に
も
跡
づ
け
ら
れ
、
会
社
の
目
的
の
法
的
機
能
に
対
し
正
し
い
位
置
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
石
井
教
授
は
、
右
解
釈
が
ド
イ
ッ
株
式
法
に
お
け
る
判
例
通
説
の
立
場
と
一
致
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
我
が
会
社
法
の
解
釈
と
し
て
は
、
　
①
　
公
益
法
人
と
営
利
法
人
た
る
会
社
と
で
は
、
定
款
に
定
め
る
目
的
の
法
律
上
の
意
義
が
あ
ま
り
に
も
相
違
す
る
こ
と
、
　
②
　
我
が
国
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
と
異
り
、
定
款
の
匿
的
が
相
当
具
体
的
に
定
め
る
こ
と
を
要
す
る
と
さ
れ
そ
の
よ
う
に
運
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
王
）
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
あ
げ
て
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
に
対
し
て
否
定
的
態
度
を
示
さ
れ
る
。
　
然
し
、
法
人
に
お
け
る
定
款
所
定
の
躍
的
の
営
む
機
能
は
、
民
法
に
お
け
る
場
合
と
商
法
に
お
け
る
場
合
と
で
は
、
そ
れ
を
異
に
す
る
こ
と
は
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
通
り
で
あ
り
、
権
利
能
力
の
制
限
か
ら
取
締
役
の
職
務
執
行
上
の
責
任
を
生
ぜ
し
め
る
に
止
る
も
の
に
転
化
し
て
い
く
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
能
力
外
行
為
の
原
則
の
衰
退
過
程
に
お
い
て
も
見
ら
れ
、
法
解
釈
と
し
て
越
え
難
い
瞳
害
と
は
言
い
得
な
い
。
　
ま
た
、
ド
イ
ツ
と
我
国
と
に
お
け
る
会
社
の
目
的
の
記
載
及
び
運
用
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
憾
株
式
法
第
一
六
条
三
項
二
号
　
　
　
会
社
の
権
利
能
力
の
目
的
に
ょ
る
制
限
の
可
否
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇
は
、
会
社
の
目
的
と
し
て
単
に
「
企
業
の
目
的
」
の
記
載
を
要
求
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
、
新
法
第
≡
二
条
三
項
二
号
は
、
定
款
記
載
の
会
社
の
目
的
に
関
し
て
「
企
業
の
対
象
、
産
業
並
び
に
商
事
企
業
の
場
合
に
は
生
産
さ
れ
又
は
取
扱
わ
れ
る
生
産
品
お
よ
び
商
品
の
種
類
を
詳
記
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
」
と
規
定
し
、
我
が
国
に
お
け
る
会
社
の
員
的
の
記
載
及
び
そ
の
運
用
の
実
態
と
同
一
に
な
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
差
異
が
前
述
の
解
釈
上
本
質
的
な
障
害
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
、
現
在
に
お
い
て
は
障
害
は
存
在
し
な
い
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
考
察
を
綜
合
し
た
場
合
、
会
社
の
権
利
能
力
は
、
定
款
所
定
の
目
的
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
な
い
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
る
。
ω
石
井
照
久
　
「
会
社
の
権
利
能
力
」
　
法
学
協
会
雑
誌
七
六
巻
二
号
一
八
一
～
一
八
三
頁
。
（
本
学
助
手
）
